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１２年目を迎え、後世にツケ回すかの分岐に 

まもなく１２年目の「３・１１」を迎える。忘れることの出

来ない東日本大震災。そ

の未曾有の大惨事は２万

人超の尊い命を奪った。

被災者は一瞬にして、家

族も家屋も土地も故郷も

失った。今もかつての生活を取り戻せていない。 

とくに、福島原発事故は数万人が故郷を奪われ、

今もなお避難生活を余儀なくされている。この間、被

災者たちは懸命に生きてきた。政府や東京電力を相

手に事故の責任と賠償を求めて闘ってきた。 

東電との裁判闘争は長々と続く。原発事故で甲状

腺がんを罹った人たちも裁判中だ。だが、東電、国・

県は関係ないと切り捨て。理不尽きわまる対応で封殺

を図る。患者は差別を恐れ、沈黙を強いられている。 

 

原発回帰に舵を切り、再稼働に走る推進派 

政府は事故直後、「原子力緊急事態宣言」を出した。

今も続いている。なのに、政府や電力会社は事故から

何らの教訓を学ぶことなく、原発回帰に舵を切る。人

の命よりも自らの利権や権益を考えている。 

国内の原発は事故後、すべて停止した。だが、これ

までに６原発１０基を再稼働させてきた。うち、８基が運

転中だ。運転期間を延長させ、４０年超の老朽原発ま

で動かしている。さらに、新増設や建て替えに加え、

「次世代革新炉」の開発まで進めるのだという。 

 

誰も責任を負わない。裁判所もお墨付き 

政府、東電は放射性物質まみれの汚染水を海洋

放出し、汚染土の再利用までも企む。事故現場では

廃炉作業が続く。８８０トンもの燃料デブリはまだ１グラ

ムも取り出せていない。核のごみ処分場すらもない。

原発は人間には制御不可能な代物なのだ。 

政府、東電をはじめ、電力会社は事故を忘れ去り、

終わったかのように振る舞う。被災者の生活を奪いな

がら、東電は生き残る。誰も事故の責任を負わない。

裁判所もその責任を問わず、被災者の訴えを退ける。

原発を動かせてもよい、とのお墨付きを与えている。 

 

政府は被災者に謝罪し、十分な賠償を行え 

 政府は２年前を最後に追悼式の開催を止めた。原

発報道も減った。事故を忘れさせたいのだ。人々は事

故の怖さを忘れ、原発への忌避感が薄れている。 

 電気料金を急騰させ、「需給逼迫」を演出し、原発

推進へと誘導する。再稼働すれば、料金は引き下が

るとの脅しだ。実際、再稼働賛成が過半数を超えた。

「喉元を干支一周で通り過ぎ」（朝日川柳）と言える。 

 政府は即、原発を止め、「再生可能エネルギー」へ

の転換を図れ。被害者に謝罪し、賠償を実施せよ。 

 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

確定申告相談会を実施 

経営悪化で困窮する事業者からの相談が大半 

２０２２年分確定申告相談会は２月７日を皮切りに２

２日まで県内９か所で

実施＝写真。大勢の

会員が来場し、相談

を受けた。中小企業

者協会の会員を対象にした相談会も２月２４日から始

まり、３月８日まで実施する。相談内容は売り上げ減少

などによる経営状態に関するものが多くを占める。 

２０２３年３月１日 
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１月は「おでんパーティ」でみんなであそぼう会 

今年初のみんなであそぼう会は１月２８日に三宅町

人権センターで「おでんパーティー」をしました。参加

は子ども３６人、サポーターの大人９人でした。子ども

たちが声かけして参加した子どもがたくさんいました。 

あそぼう会は自由な空間です。自由時間は自分で

選択します。ものづく

りコーナー「やよちゃ

んのつくってたのしも

う」は、羊毛フェルトの

小物づくりです。いろ

んな色のふわふわの羊毛を選び、無心で針でチクチ

クし、イメージを膨らませている姿は楽しそうでした。 

１階の和室ではゲーム機持参の子どもたちが友だ

ちとおしゃべりをはずませながらゲーム。２階の集会室

では長机で卓球をしたり、トランプ、風船バレー。近く

の公園ではボールあそびする子どもたちがいました。 

 

作り手のぬくもりがいただく人に伝わる 

この日のメインはおでんパーティー。１０年ほど前、

上但馬児童館で学童保育をしていたとき、冬の寒い

日におでんをいただいたことが何回かありました。「た

だいま～」と帰ってくる子どもたちが、においにつられ

て調理室をのぞきこみ、「おでんちゃうか」「やった

ぁ！」と喜んでくれたかわいい姿を思い出します。 

今は感染症やアレルギーなど、子どもをめぐる環境

は変わり、いろんな配慮や予防、注意が必要です。で

も、手づくりにはひと手間かけたぬくもりがあります。作

り手のぬくもりがいただく方に伝わります。そんなもの

を友だちと一緒にいただけたらと思い、企画しました。 

参加申し込み時に、じゃがいも、大根、たまご、こん

にゃく、もちきんちゃく、ごぼ天、あつあげ、ちくわの中

から３つのリクエストを聞いて、おでん券を作りました。

参加した時にその券を渡して、おでんと交換します。

中高生には、受け渡しをお手伝いしてもらいました。 

なら人権情報センター職員で地域の人でもある

方々にも協力していただき、大きなお鍋で炊いてもら

いました。「じゃがいもあじがしゅんでる」「おいしかっ

た」「もっとたべたかった」とほおばる子どもたち。ワイワ

イ言いながら、あっという間に時間が過ぎました。 

 

地域の大人が子どもの居場所づくりに関わる 

 今回、感じたことは、おでんを作ってくださった方々

の段取りの良さ、手際の良さです。買物から前日の準

備まであっという間でびっくりしました。「慣れているか

ら大丈夫」の一言でした。感謝と同時に子どもの居場

所づくり活動の力になってもらいたい、と思いました。 

 また、ものづくりの伝授、おでんの食材の提供や調

理、子どもたちのあそびのサポート…。いろんな形で

地域の人に関わってもらえたことがうれしかったです。 

つながりを大切にしてきた地域の人たちに活躍して

もらえる活動をつくり、その場所に子どもたちが居てる

といいなぁと思います。大人からも子どもからも元気を

もらえる、そんな居場所づくりに思いを馳せています。 

（子どもの居場所づくりをつくろう会・山本薫） 

 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

金洪仙さんが生き方を語る 

ひまわりを支える会が学習会 

ひまわりを支える会が２月２３日、あざさ苑で学習会。

金洪仙さんが「キム・ホンソンという生

き方―在日コリアンとして、障がい者

として―」と題して講演した＝写真。 

洪仙さんは１９５１年に広島で生ま

れ、大阪で育った。１２歳の夏休みのとき、兄のプラス

チック工場で仕事を手伝っていて、両手を機械に巻き

込まれ、手首を切断する事故に遭った。事故後、自分

を否定していたが、受け入れてくれる多くの友人に支

えられ、「この条件で生きていく」と思うようになった。 

その後､事務員､民族指導員､結婚､子育て､大学非

常勤講師と歩んできた。「互いに相手を受け入れる社

会だったら、みんな明るく楽しく生きられる」と語った。 

おなかもこころもぽっかぽか 



         ニュースレター    （3） 

 

天理大学でハンセン病問題交流・講演会 

第２回「ハンセン病問題―真の人間回復をめざし

て！ 架け橋交流・

講演会」が２月２３

日、天理大学であ

った。「架け橋  長

島・奈良を結ぶ会」

と「天理大学成人会」が主催。１５０人が参加した。 

結ぶ会会長の稲葉耕一さんがあいさつ。国の完全

隔離政策が９０年にわたり、ハンセン病患者、回復者

やその家族を苦しめた。１９９６年の「らい予防法」廃止

で法的には隔離はなくなったが、「人生被害」を作り出

した国の怠慢と差別政策は弾劾しなければならない。

成人会は結ぶ会の発足以前から回復者との交流を行

ってきた。若い学生のみなさんのさらなる活動拡大を

願っている、と語った。 

 

中尾伸治さんが講演「ふるさとは遠きにありて」 

第７０代成人会会長の田垣広太郎さんが特別報告。

「回復者のみなさんとの交流は６０

年前から。コロナ禍で交流会がで

きなかったが、本日、できた。回復

者・家族の声や、展示会を通して

歴史を知ってほしい」と述べた。 

記念講演は長島愛生園自治会長の中尾伸治さん

が「ふるさとは遠くにありて」と題して話をした＝写真。

中尾さんは奈良県出身。１４歳のとき、長島愛生園に

入所した。「数年たった頃、兄から子どもが大きくなる

まで家に帰らないでくれと言われた。罪を犯しても刑

を終えれば家に帰れる。ハンセン病患者は一生家に

帰れない」「治る病気とされてから７０年が経った今で

も、差別、偏見は続いている。過ちを繰り返さないため

には、記録を未来に継承することが大切だ」と訴えた。 

午後は分散会①回復者の方との交流②青い鳥楽

団を語り継ぐ③当事者家族の方との交流、があった。 

映画「NAGASHIMA」を鑑賞 

ハンセン病元患者たちの体験「かくりの証言」 

架け橋 長島・奈良を結ぶ会は１月２８日、橿原市で

学習会を開き、映画「ＮＡＧＡＳＨＩＭＡ」を鑑賞した。 

岡山県瀬戸市内の長島には、長島愛生園と邑久

光明園の２つの国立ハンセン病療養所がある。入所

者は１８０人余。平均年齢は８８歳。映画は、その入所

者ら約３０人の証言を、２０１４年以降、８年間掛けて記

録し、隔離の歴史を掘り起こしたドキュメンタリーだ。 

監督はハンセン病隔離報道の第一人者、宮崎賢。

自らがインタビューし、元患者

たちが封印してきた「強制隔

離」の体験を語る。「家族、親

戚に迷惑がかかるから」と誰に

も話さなかった元患者たちが、

４０年間通い続けた監督にだ

からこそ語った。「もう時間があ

りません。何があったか知って欲しい」と。 

 

患者を島に閉じ込め強制隔離し人権を蹂躙 

元患者たちは強制労働や不妊手術を強制された。

１９４１年から１９４５年までの戦時下では、重労働と栄

養失調で１０７７人が亡くなった。遺体解剖が行われ、

入所者たちは「日本のアウシュビッツ」だったと言う。 

人権侵害、憲法違反の「らい予防法」は患者を島に

閉じ込めた。日本社会は国の「強制隔離政策」を容認

し、市民も加担した。戦後まもなく、特効薬「プロミン」

が登場し、ハンセン病は治る時代を迎えた。療養所内

には、絵画、音楽、陶芸、短文芸などが興り、入所者

の「生きがい」となり、明日へのエネルギーとなった。 

元患者らは「らい予防法」は憲法違反として１９９９

年、国を提訴。熊本地裁は２００１年、違憲と断罪。国

は控訴を断念。元患者らに謝罪した。時代は移り、８０

代の元患者夫婦が故郷の小学校に招かれ、児童と一

緒に給食を食べ、歌で歓迎される。「うれしい」「もう思

い残すことはない」と涙するシーンには心が震えた。 

未来に継承することが大切 
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琉球遺骨訴訟控訴審第３回口頭弁論で陳述 

琉球遺骨返還請求訴訟の控訴審第３回口頭弁論

が２月９日、大阪高裁

であった。傍聴席９１人

分は抽選で埋まった。 

裁判は、京都帝国大

学の人類学者が沖縄・

今帰仁村にある「百按司（むむじゃな）墓」から盗んだ

遺骨を今も占有する京大に返還を求めたもの。 

この日、原告の玉城毅さんが意見陳述。定岡由紀

子弁護人が「第３準備書面」の要旨を述べた。玉城さ

んは「先祖が保管庫に閉じ込められ、研究材料にされ

るのは耐えられない屈辱だ。元の場所に返還を」と。 

 

弁護人が「国際社会に恥ずかしくない判断を」と 

定岡弁護人は①先住民族の遺骨返還請求権の具

体的権利性②自由権規約委員会による勧告の繰り返

し、について述べ、「国は琉球民族の自己決定権を保

障し、その侵害を救済する義務を負っている。裁判所

は国家機関の一部として国際社会に恥ずかしくない

判断を」と陳述した。 

 

保存状況の確認に向けて３者で進行協議 

このあと、大島眞一裁判長が京大側弁護人に「京

大博物館に行き、遺骨の保管状況を確認したい」と提

案。京大側はこれを拒否。裁判長は「博物館のホーム

ページを拝見すると、２６０万点も保管している。どうや

って保管しているのか」と繰り返し検討を促した。京大

側は「持ち帰って検討する」と態度を変えた。 

裁判長は「進行協議を持ちましようか」と提案。２月

2１日に実施することとなった。次回期日も協議する。 

終了後、報告集会があった＝写真。 

         ◇          ◇ 

■ 裁判を通して確認し合うべきことは何か 

 第３回口頭弁論を前に支援集会があった。２月３日

には大阪で、８日には京都で、それぞれ開かれた。大

阪の集会では、崎浜盛喜・奈良-沖縄連帯委員会代

表が講演。「沖縄自立解放運動」について語った。 

 崎浜さんは、この裁判は遺骨返還だけの問題では

ない。裁判を通して確認し合うべきことは何かと提起。 

 沖縄の歴史を振り返り、琉球併合、沖縄戦を経て、

戦後は天皇メッセージもあって、米軍事支配が続く。

欺瞞と謀略の７２年「沖縄返還」も日本政府の差別と

軍事植民地主義による支配そのものだ。沖縄の民衆

はこれに抗い続けてきた。今、島々へのミサイル配備

や米軍基地による水・土壌汚染もある。沖縄アイデン

ティティと自己決定権の確立こそが重要、と強調した。 

＜お詫びと訂正＞ 

前号２面の記事中での三宅さんの名前は三宅美千

子さんの間違いでした。お詫びして訂正します。 

編集後記 ☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

性的少数者や同性婚に対して「見るのも嫌。隣

に住んでいるのも嫌」などと差別暴言した秘書

官。首相は「言語道断」として更迭。深層を探らぬ

まま幕引きを図った。自身も「社会が変わってしま

う」と背を向ける。自民党には差別言辞を吐きまく

る議員が大量に所属。選択制夫婦別姓や入管

法、外国人参政権、死刑制度でも非人道的・反

人権で動く。国連人権委員会からの勧告も無視。

「慎重に対処」と逃げ、国際潮流に逆行し続ける。

統一教会や日本会議の極右勢力と同一価値観

を堅持。伝統的家族観に固執し、差別温存を図

る。人権感覚は微塵も無い。これぞ「言語道断」。 

ニュースレター「人権なら」 
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原告が「元の場所に返還を」と 


